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a s C = 0 の

C : E t h た （nは整数）
関数 fa）は［o.isで連続で、10.1）で微分可能である n。偶数922

また 接点は店様' （Ethた. I )fa）=パー201. f k）=3で-2 hが奇苦なと2Sm(Ethた）
これにんが偶数が赫ッ

以

11）-

!

た） = f'に）.044 （ 學
だ が い たが . に

4）関数 fa）は''陛可数払っはい直線AB・伯とは

"

= j（2） ［1.2］で連続.（1，2）で微分可能 ［1.ど］で連続.（1で）で
直線AB・傾い.

!

で 微分可能y.fi,y'..j the）=一が
拓いた接点の座𣑋（C.E）とすることsina.gl c o o k いた

!

'sHc） （KCく2）
接点の座𣑋（c,are）とする

が出たり=flaked接線・傾い だ が1=一で接線の傾きに c o sC直線ABと平行なので
（2=2直線ABと平行なので ctaでお = I c=土に

C = =に'C o o C i 0 K G 2 3
f = I これは K c c

e'をみた3
C 2 1 で 無した時誌に



��次関数�I � 
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�S[ �T[�U�と，区間�� �D，E �について，平均値の定理の式４

 
�I � 
E I � 
D
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F ， �D �F E �を満たす�F�の値を�D，E�で表せ。
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とを示せ。
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　D�F�E �を満たす�F�の値を求めよ。
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　正の数�D，K�で表し，
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OLP K�を求めよ。
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問数 fh）は ［a.b］で連続.（a,b）で微分可能.


